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岩手県産アカマツを用いた岩手県産アカマツを用いた岩手県産アカマツを用いた岩手県産アカマツを用いたＣＬＴ（直交集成板）ＣＬＴ（直交集成板）ＣＬＴ（直交集成板）ＣＬＴ（直交集成板）の製造技術の開発の製造技術の開発の製造技術の開発の製造技術の開発（その（その（その（そのⅥⅥⅥⅥ））））    

――――    ＣＬＴＣＬＴＣＬＴＣＬＴ実大試験体実大試験体実大試験体実大試験体ののののせん断せん断せん断せん断性能性能性能性能    ―――― 
    
１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

ＣＬＴを建築物の部材として利用する際の構造

設計に必要となる強度性能を明らかにするため、直

交集成板の日本農林規格（以下「ＪＡＳ」という。）

に定めるせん断試験を行い、ＪＡＳのせん断性能基

準値（以下「基準値」という。）への適合性を評価

した。 

２２２２    実験実験実験実験方法方法方法方法等等等等 

(1)(1)(1)(1) 供試材供試材供試材供試材    

既報（No.336、339）で用いたＣＬＴパネルから、

下表に示す試験体を採材し、試験に供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 
(2)(2)(2)(2)     せん断（水平）せん断（水平）せん断（水平）せん断（水平）試験試験試験試験 

試験はＪＡＳに準拠し、図１に示す中央集中荷重

方式により実施し、支持点及び荷重点に加圧板を使

用した。この際のせん断スパン比※は、３層３プラ

イ、５層５プライともに 1.50 に統一した。 

なお、せん断強さの算出にあたっては、試験時の

最大荷重が曲げによる破壊であった場合は、せん断

ひび割れ発生時（写真１）のピーク荷重をせん断荷

重として求めた。 

３３３３    結結結結    果果果果    

    試験結果を図２に示す。せん断強さの平均値は、

全ての強度等級において、基準値（1.5N/mm2）に対し

て、1.9～3.1 倍高い値を示した。 

４４４４    成果と成果と成果と成果と今後の進め方今後の進め方今後の進め方今後の進め方 

今回製造したアカマツＣＬＴパネルは、基準値に

十分に適合する結果が得られた。 

今後は、めりこみ等の強度性能を明らかにする。 
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 028-3623  岩手県紫波郡矢巾町大字煙山第三地割560番地11      TEL 019-697-1536 

岩手県林業技術センター                 FAX 019-697-1410 

ホームページアドレス http://www2.pref.iwate.jp/~hp1017/ 

※せん断スパン比：支点と荷重点の加圧板端部間と試験体の厚さの比をいう（加圧板端部間距離÷試験体厚さ）。 

【謝辞】本研究の一部は、農林水産業・食品産業科学技術推進事業「薬剤使用の制約に対応する松くい虫対策技術の刷新」（課

題番号 27020C）により実施した。 

 

図２ せん断試験の結果（左）と強度等級別の荷重と変位量の関係（右） 

強度等級 構成の区分 長さ×幅×厚さ(mm) 試験体数
Mx90-3-3 3層3プライ 630×300×90 4
Mx90-5-5 5層5プライ 1,050×300×150 4
S90-5-5 5層5プライ 1,050×300×150 4
S120-5-5 5層5プライ 1,050×300×150 4

表１ せん断試験に用いた供試材 

図 1 曲げモーメントとせん断力の図 写真１ 加力中に直交層に発生したせん断ひび割れ 
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荷重(kN)

せん断荷重
(kN)

せん断強さ

(N/mm2)
平 均 値 173.10 170.68 4.74
最 大 値 195.24 195.24 5.42
最 小 値 155.18 155.18 4.31
標準偏差 17.04 18.97 0.53
変動係数(%) 9.84 11.11 11.11
平 均 値 181.02 174.23 2.90
最 大 値 192.38 181.28 3.02
最 小 値 170.90 160.12 2.67
標準偏差 8.83 9.66 0.16
変動係数(%) 4.88 5.54 5.54
平 均 値 177.92 176.55 2.94
最 大 値 185.79 181.64 3.03
最 小 値 168.16 168.16 2.80
標準偏差 7.28 5.85 0.10
変動係数(%) 4.09 3.31 3.31
平 均 値 196.98 195.66 3.26
最 大 値 207.39 207.39 3.46
最 小 値 189.59 184.30 3.07
標準偏差 8.40 10.18 0.17
変動係数(%) 4.26 5.20 5.20
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▽：せん断時のピーク荷重 


